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議席番号 氏 名

ＮＯ．２ 質問事項・要旨及び答弁者

５ 平 野 武 志

１．義務教育期間の町補助と体験的教育活動について 教 育 長

（1）次年度から、給食費の値上げが検討されています。私自身、学校

給食センター運営委員会委員に委嘱されており、これまで適正な給食

費のあり方について諮問され議論してきました。平成12年から現行の

給食費であり、その間原材料の価格上昇、生徒数減による食材購入価

格の高騰もあり、更に次年度からは消費増税もあり、このような条件

下での値上げはやむを得ないと判断しております。

また、ことしの第２回６月定例会でも義務教育期間に係る教材費の

保護者負担軽減とスキーセットへの助成をお願いしました。その根底

には、不安定な経済状況下での子育て世帯もあり、実際に「義務教育

期間の金銭的負担も多く大変だ。」という声が多く聞こえるからです。

６月の質問については、保護者負担を理解していただき、「次年度予

算に反映すべく検討する」との答弁をいただきました。

同様の観点から、給食費の値上げ分についても町として支援すべき

だと考えますので、教育長の見解を伺います。

（2）第６次木古内町振興計画に、「体験的教育活動の充実を図る」と

記されています。現状、社会教育の管轄として無名塾など体験的教育

活動は実施されていますが、一部の児童だと認識しています。

木古内町は、自然に恵まれており農・林・漁業も盛んであります。

以前の常任委員会でも申し述べましたが、体験観光で他県の児童を

招き入れ、様々な体験活動をメニュー化していますが、「木古内の子ど

も達は通年このような自然体験が出来て良いね」と羨ましがられます。

しかし、現状はどうでしょう。我が町のほとんどの児童が未体験では

ないでしょうか。

大半の児童・生徒達は今後、進学や就職で木古内町を離れていくこ

とでしょう。木古内町の良さを体験・実感させてあげて、いつか木古

内に帰省したいという想いを持ってほしいと願います。そのような想

いを持つと、ふるさと木古内町の良さをほかの所でも発信してくれる

でしょう。自然体験活動は、健やかに心を育む大事な教育だと考えま

す。小中学校との協議や調整など進めなければならない課題はあると

思いますが、体験的教育活動を積極的に進め、実行すべきだと提言し

ますので、教育長の見解を伺います。
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２．町政懇談会の検証について 町 長

（1）ＪＲ江差線（木古内・江差間）廃線後を含む夢プロジェクトにつ

いて

町政懇談会でも、町民からJR江差線（木古内・江差間）廃線後の観

光企画が提案されていました。７月１２日には「第１回あそぶべ鶴岡

夢がたりの集い」が開催され、個人的に行政職員も多数参加されてい

ますので、様々な町民のアイディアを伺い、把握していることと思い

ます。

町政懇談会での夢企画については、「行政が進めるのは難しい」。さ

よならセレモニーの質問に対しても「他町の様子を聞きながら」と、

消極的な発言ばかりでとても残念でした。

木古内町民がワクワクするような夢語りをしませんか。

新幹線駅開業に向けて、我が町独自の観光政策（ビジョン）を取り

組みましょう。以前から提案しているテーマパーク化やマリンパーク

構想も進めてほしいと願いますが、まもなく廃線を迎えるJR江差線の

鶴岡地区こそ早急に考えなくてはならないテーマです。町民も一生懸

命考えています。町にとっては最大のチャンスでもあります。

なぜ、行政が進めるのは難しいのですか。行政が主軸となり官民一

体となり交流観光拠点への取り組みを進めるべきです。

町長の考えを伺います。

（2）職員の資質向上についてお伺いします。

昨年、一昨年に続き、１年に１回は同様の質問をしています。

永遠のテーマでもあり、取り組むべき課題は山積みしていると感じ

る中で、行政から提出していただく過去の一般質問の進捗状況を見て

も特に進んでいるとは感じられません。

１１月５日の町議会臨時会で、規律違反の防止策として「服務規律

や法令を遵守、徹底する」と発言されました。徹底していただくのは

当たり前のことで、質を上げるための具体的な指示や取り組みを行う

べきだと申し上げた経緯もあります。

町政懇談会でも、町民から「職員間の連携が薄い、コミュニケーシ

ョン不足」等の指摘もありました。規律違反報告後の町民の反響は大

きく、行政不信を唱える声も少なくありません。

信頼を回復し、町民が望む行政運営をしていただくためには、町民

の目に届く具体的取り組みをすべきだと思いますが、町長の見解と具

体案の提示を求めます。


